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霞ヶ浦導水事業は

涸沼のシジミと自然生態系にどのような影響をおよぼすか

13日、大洗文化センターで行われた、大涸沼漁協と霞ヶ

浦導水事業による那珂川の魚類・生態系影響評価委員

会共催の標記シンポジウムに参加しました。

私はこの間、議会で「霞ヶ浦導水事業にともなって始まっ

た茨城県中央広域水道から本村が買っている水は、現

在必要量以上に買っているだけでなく、導水事業完成時

には、必要予測をはるかに超えた現在の4倍ほどの水量

を買うことになっているが、購入水量の見直しはできない

のか」問うてきました。

こうしたことから、霞ヶ浦導水事業がなぜ行われ、私たち

の生活とどんな関係があるのか関心がありました。

シンポジウムは、3人の那珂川の魚類・生態系影響評

価委員からの報告、那珂川アユ裁判弁護団弁護士の特

別発言、質疑、委員長のまとめ、大涸沼漁業協同組合の

「決議」という構成でした。

霞ヶ浦導水事業による那珂川の魚類・生態系影響
評価委員のご紹介（敬称略）

川崎 健委員長（東北大学名誉教授、農学博士）

丸山 隆 （東京海洋大学海洋科学部助教授）

高村義親（茨城大学名誉教授、日本微生物生態学会

名誉会員）

浜田篤信 （農学博士、元茨城県内水面水産試験場ゝ長）

<シンポジウムの目的>

霞ヶ浦導水事業による那珂川の流量減少と水質の悪化

が、那珂川に連なる浅海域と

汽水湖である涸沼にどのような

影響を及ぼすかについて科学

的な立場から報告する。

【国土交通省が主張する導水事業の目的】
〇水質の浄化：霞ヶ浦に那珂川のきれいな水を引き入れて汚染水を薄める

〇既得用水の補給：渇水時に霞ヶ浦の汚染水を那珂川に流す

〇新都市用水開発：霞ヶ浦に水を貯める

【工事の内容】
〇地下４０ｍに直径4ｍの横穴をあけて、霞ヶ浦と那珂川の間４３ｋｍを結ぶ

【何が問題なのか】
1．漁業権をもつ関係漁協や流域自治体との合意を得ないまま工事を強行

2．事業目的はすべて否定されている

・那珂川の水を導入しても、霞ヶ浦の水質は浄化どころか悪化する

・都市用水はすでに水余りの状態

3．１９００億円もの国税・県税の無駄遣い

4．国の行為による環境破壊と国際条約・法律違反

※生物多様性条約 ※生物多様性基本法

・導水事業は、利根川・霞ヶ浦水系と那珂川水系という全く異質な水系をつなぐこと。生物学的には、全く異質な２つ

の生態系を混ぜ合わせることで、このような行為は国際条約違反・法律違反。遵守すべき国が行うことではない。

・外来種による生物多様性破壊

5．霞ヶ浦・利根川水系流域で、男児出生比率が近年低下。原因は霞ヶ浦に堆積したダイオキシンと考えられている。導水事

業で那珂川がダイオキシンに汚染され流域での男児出生比率低下の危険

〔感じたことは・・・〕

・各委員の報告は、詳細及び専門性に富ん

でいた。

・諫早湾干拓が広大な有明海の環境と漁業

を破壊した二の舞は許せない。

・導水事業の問題点と指摘された内容は全

くそのとおりで、これ以上続ける意義を感じ

られない。

・既完成の利根導水路が１０年間本格運用

がないのは、「使う必要がなかった」から。

・過ちの事業からつくられる水を東海村が

購入するのは問題ではないか。

・那珂川・涸沼全漁協が反対決議に感動。

シンポジウムに参加

≪お詫びと訂正≫ 子どもの医療費無料化施策の現物給付に関する報告で、一部誤りがありました。正しくは、１医療機関に

ついて１ヵ月の内１回６００円を２回までは窓口で支払い、口座に自動的に振り込まれる。６００円以下の場合と県外の場合は領

収書を役場に提出となります。詳細は直接口頭でご報告いたします。お詫びして訂正いたします。


